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１．補助事業の概要 

(1)事業の目的 

地球環境にやさしい自転車の有効活用とその将来性や楽しさについての普及啓発

を図るため、近未来型自転車の研究開発、自転車に関する展示とイベントの開催及

び施設の安全整備を行いもって機械工業の振興に寄与する。 

 

(2)具体的な実施内容･成果 

自転車の価値高揚を高め、自転車への限りない遊びの原点を追求し人々に楽し

まれ・親しまれる夢の自転車「ホビーサイクル」と、時代のニーズに対応するた

め毎年テーマの見直しを計りながら進めている（自転車の未来を開拓する目的に

一般公道での使用に適する）「近未来型自転車」の開発に向け、各種媒体を活用し

広く一般大衆に呼びかけアイデアの公募を行いました。おもしろい乗り物の部並

びに近未来型自転車アイデア応募件数は２３，５６３点にもおよび毎年増加傾向

にあり、年度終了の３月に夢の自転車新作発表会開催を目指し、１０月審査委員

会の結果を踏まえ各メーカーとアイデア公募入選作品の製作に関する打ち合わせ

を行いました。 

おもしろい乗り物（ホビーサイクル）部門では１５種１５台、近未来型自転車

部門では２台の製作が可能との回答を得て、各メーカーに発注いたしました。 

  合計１７台が平成２０年３月２２日～２３日に発表会で試乗撮影会で紹介される

ことになり、これらの作品は３月２１日までにすべて関西サイクルスポーツセン

ターに搬入されました。 

また、平成１９年１１月１８日には夢の自転車新作発表会の告知イベントとし

て、大阪万博公園おまつり広場で行われた「ＡＢＣラジオまつり」において、今

年度製作した「飛行機型三輪車」「ツイン・クル」の２台を展示、夢の自転車記念

写真コーナー等の運営と変わり種自転車の試乗会などを行いました。 

そして、入賞したアイデアの考案者への記念品やアイデア公募に応募のあった

学校団体等に対して、学校団体賞と特別団体賞を１２月末までに発送を行いまし

た。 

春のサイクルカーニバルの告知イベントにおける実施事業としてのラジオスポ

ット放送については、マスコミ企画株式会社並びに朝日放送株式会社と打ち合わ

せを行い、その効果を高めるため３月５日から１６日に放送を行いました。 



夢の自転車新作発表会の開催効果を一層高めるべく、「夢の自転車アイデア賞」

決定についての審査報告や「発表会開催案内」を各誌４０社へ送付。 

読売新聞に“走れ子どもの夢自転車”、産経新聞には“河内長野きょうから夢の

自転車発表会”との見出しで最優秀作品の｢カンガルー親子自転車｣と「横２人乗

り自転車」が写真入で大きく掲載されました。 

平成２０年３月２２日の新作発表会では、ＡＢＣラジオの公開生放送で夢の自

転車を広く紹介。「ダイエットチャリンコ」自転車の考案されました奈良県五条市

立牧野小学校の中琳香さんにはアイデアの発想と試乗の感想を語って頂きました。 

特に、今回の発表会では、製作した自転車の考案者が大阪府内のみならず京都

市から高校生の家族が駆けつけられ、大阪・堺市の小学生の担任教師や製作には

至らなかったが佳作の小学生家族や友人が来場されるなど、夢の自転車に取り組

む意義が強く感じられました。 

普及啓発活動事業では、当センターのメイン施設であるサイクリングコースと

自転車関連施設(サイクルコースター)について、ご来場のお客様に、より一層快

適に楽しんで頂き、且つ安全運転を促す事を目的に実施致しました。 

具体的には、サイクリングコースでは、エントランスエリアの案内サイン整備

及びコース内での注意サインのピクトサイン化と英語表記、サイクルコースター

では、エントランスエリアの改修及び案内サイン整備を行いました。 

これらにより、来場者により快適で楽しいサイクリングの場を提供する事がで

き好評を得ております。また、ハローサイクルキッズサイクルランドでは小さな

お子様に三輪車で可愛らしい仮想の町並みを走って頂き、信号や踏切のルールを

楽しく遊びながら自転車に触れ合い、学ぶことができ、自転車をより身近なもの

に感じて頂けるようにする事ができました。 

 

２．予想される事業実施効果 

夢の自転車研究開発における一連の事業成果は、本事業の公表(イベント等の開

催)により各方面のマスコミ関係の取材等があり、事業の意義が高く評価されまし

た。 

また、新作夢の自転車・近未来型自転車の制作発表の場として夢の自転車フェス

ティバルと題してラジオ番組を誘致し番組の中で夢の自転車作品募集で実際に当

選した考案者を当センターに招き番組の中で紹介し、制作しました自転車に乗っ

たりラジオ番組のリスナーが手で触れたりする一面もあり公共の電波を通して広

く多くの方々に知って頂き自転車の認識を広く変えることのできるイベントとし

て認知していただけ今後の普及奨励のきっかけとなりうることができました。  

当センターの変り種自転車には入場者の９割が利用する施設であり、また変わり

種自転車広場外周には自転車競技場もあり、イベント参加者のみならず変り種自



転車利用者および観覧席の来場者等も当日はかなりの方々が実際に制作した夢の

自転車を楽しんで頂けました。 

当センターが普及奨励事業で実施した、見せるためのイベントや展示事業は、

センター内外で実施・ＰＲする事により自転車のイメージを強くアピールできた

ことや、本事業の成果により今後ますます自転車に対する利用の多様化、文化の

定着・利用の拡大が図れるものと思われ、その効果は着実に伸びている。 

特に、ホビーサイクル研究開発事業は、各業界関係者との協力により一般市民

が望み・小さな子供達が自転車について考え、自転車に対する夢を形に起こした

スケッチを、新しい自転車の形として創造やデザイン等を考慮し、多様な方向を

模索、実用に向け開発を行っており、自転車産業の活性化と広く一般の人々の自

転車に対する希望や夢を自転車産業へ反映させることにより、市民の理解がより

一層深まると予想される。 

 

３．本事業により作成した印刷物 

夢の自転車アイデア募集要項  

夢の自転車募集チラシ  

夢の自転車作品集   

夢の自転車アイデア作品展開催要項･応募用紙  

 

４．事業内容についての問い合わせ先 

団体名：    財団法人 自転車センター(ジテンシャセンター) 

住所：      586-0086 

大阪府河内長野市天野町 1304 

代表者：    理事長 松永 弘(マツナガ ヒロム) 

担当部署：  総務部 

担当者名：  永池 摩弥(ナガイケ マヤ) 

電話番号：  0721-54-3100 

FAX：       0721-54-1717 

E-mail：    soumu@kcsc.or.jp 

URL：       http://www.kcsc.or.jp/ 
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